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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成20年5月22日(2008.5.22)

【公表番号】特表2007-536104(P2007-536104A)
【公表日】平成19年12月13日(2007.12.13)
【年通号数】公開・登録公報2007-048
【出願番号】特願2007-513149(P2007-513149)
【国際特許分類】
   Ｂ２４Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ２４Ｄ   3/00     (2006.01)
   Ａ４７Ｌ  13/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２４Ｄ  11/00    　　　Ｄ
   Ｂ２４Ｄ   3/00    ３３０Ｇ
   Ａ４７Ｌ  13/16    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月1日(2008.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不規則に配列された繊維から構成される不織布と；該不織布の繊維に接着された、モー
ス硬度が２以上の接着剤と；該接着剤によって不織布に接着された研磨粒子とを、有する
実質的に嵩高な不織布研磨材において、
　該研磨粒子が平均粒径０．１～１ｍｍかつモース硬度２～４の軟質大寸法粒子と平均粒
径１～１０μｍかつモース硬度８以上の硬質小寸法粒子とを含有してなる不織布研磨材。
【請求項２】
　前記軟質大寸法粒子の粒径が硬質小寸法粒子の粒径の１０～１０００倍である請求項１
記載の不織布研磨材。
【請求項３】
　前記接着剤のモース硬度が軟質大寸法粒子のモース硬度と同程度である請求項１記載の
不織布研磨材。
【請求項４】
軟質大寸法粒子と硬質小寸法粒子との配合比率が１：９から９：１の範囲である請求項１
記載の不織布研磨材。
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